
｢研究」

地すべり地形を考慮した地質調査法および防災教育について

－御船町上梅木・粒麦地方を例として－

八代市立第五中学校宮川英樹

鹿本町立鹿本中学校島田一哉

熊本大学大学院教育学研究科教科教育専攻理科教育専修一瀬めぐみ

1．はじめに 等の方法に関するご助言を頂いた。以上の先

著者らの一人、宮川は平成10年度科学教生方に心より感謝いたします。

育研究生として熊本大学教育学部地学教室に

在籍し地学分野、特に土地の変化、地層、大

地の変動および人類と自然などの教材研究の

ために御船層群を中心に調査研究している。

今回報告する上梅木および粒麦地域は、上

部二畳系の水越層および上部白亜系御船層群

が分布し、これまで多くの研究者によって層

序学的、古生物学的研究がなされている。ま

た、この地域は最初に御船層群から恐竜の歯

の化石が発見されたところであり、その周辺

の露頭からは多くの二枚貝化石を産し、化石

産状の観察や化石採集および地層の観察には

良好な地域である。このような地域を子ども

たちの野外観察の場として活用することは、

地層や化石および大地の変動等により関心を

もって意欲的に学習に取り組むことにつなが

ると期待される。

本論では調査地域のルートマップを示し、

岩相層序、化石産地および地質構造の概要を

報告する。また、調査研究を進めていく過程

において当地域が地すべり多発地帯であるこ

とがわかり、このような地帯の地質調査の留

意点についても論じる。さらに、大地の変動

や人類と自然の教材に関連させて地すべり防

災教育にも言及する。

本研究を進めるにあたり、地学教室の渡辺

一徳教授には研究の便宜を図って頂くととも

に有益なご助言を頂いた。また、同教室の田

中均助教授には現地調査や地すべり等につい

て懇切丁寧なご指導を頂くとともに粗稿を添

削して頂いた。同馬場正弘助手には地形解析
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最後に、科学教育研究生として研究の機会

を与えて頂いた、熊本県教育委員会ならびに

八代市立第五中学校湯野目校長をはじめ教職

員の方々に深く感謝いたします。
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図1：調査位置図

誰越鯉

2．地質概要

調査地域は、御船町の中心部から東へおよ

そ5kmほどのところ標高200mから300mほ

どの山間部で、行政区分では御船町上梅木お

よび粒麦である（図Do

調査地域の南部は上部二畳系の水越層、北

部は上部白亜系の御船層群が分布し、御船層

群は粒麦南方で水越層を不整合に覆っている。

水越層はさらに南部で間の谷変成岩や肥後変

成岩と接する。また、御船層群は東北東一西

南西方向に軸をもつ向斜構造をなしており、

この地域はその南翼にあたる（松本,1939:

田村ほか,1983)o

水越層は、松本・藤本（1939）によって命



名された。その後、勘米良（1953）や柳田

(1957)によって、層序Q岩相・地質構造お

よび地質年代について明らかにされた。

御船層群は、松本（1939）によって命名さ

れ、岩相や化石により基底層・下部層・上部

層に区別された。その後、Tamura(1970,

1976,1977,1979）によって古生物学的記載

が行われ、さらに田村ほか（1983）により広

域地質調査が実施され、その成果は表層地質

図「御船」（5万分の1）に取りまとめられ

た。

また、粒麦地域については地すべり地帯と

しての報告が、熊本県高校地学教育研究会編

の熊本県地質巡検ガイドブック（1970）に記

されている。

3．地質各論

当地域のルートマップを図2示し、各累層

の岩相・層序・産出化石および地質年代につ

いて論じる。なお、ルートマップ中のPHO.

は露頭写真の位置、★印は化石産出地点およ

び丸数字は露頭番号である。

①水越層(MizukoshiFormation)

分布：御船町宮尾・六谷付近より有水・姫椿・

藤木付近にいたる東西8km南北2kmの間で、

東側では阿蘇溶結凝灰岩に広く覆われ、矢部

町万谷・布勢・白木谷付近の高地に散在的に

分布する（柳田,1957)o

模式地：松本・藤本（1939）は、上梅木～田

畑付近の林道沿いを水越層の模式地として指

定したが、現在は法面工事等が進み露頭は少

ない。今回の調査地域では、上梅木と粒麦の

間のほぼ南北方向にのびる谷部が比較的露頭

条件がよい。

層厚：全層厚1400～1500m(柳田,1957)。

岩相層序

園""[熱…墨撚誤
自聯"[重蕊…垂票嘩卿、

図2：当地域のルートマップ

★化石産出地点

PHO.露頭写真位置

八へ不整合
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層序・岩相により、下部層と上部層とにわ

けられる。また、下部層は間の谷変成岩や肥

後変成岩と断層で接している（柳田,1957)o

a.下部層

層厚900mで、ほとんど黒色粘板岩質頁岩

と暗灰色細粒砂岩ないしシルト岩とのリズミ

カルな薄い互層からなり、垂直的にも水平的

にも著しい岩相変化を示さない。各互層の厚

さは2～3cmがもっとも多いが、しばしば

IOcm位に達する。

また、石灰岩をレンズ状にはさみ、下限に

近い石灰岩中にはウミユリの破片が多く含ま

れる（柳田,1957)o

b・上部層

層厚500～600mで、下部層に整合的に累

重する。喋岩・砂岩・頁岩からなり石灰岩の

小レンズを伴うが、下部層にくらべて牒岩・

砂岩が多く見られる（柳田,1957)o

今回の調査地域では観察できるのはこの上

部層であるが、④の露頭で見られる喋岩の磯

は10cmぐらいの円喋が多く、中には30cm

以上の大きなものも見られる。喋種は、花樹

岩類や酸性凝灰岩が多く淘汰はよくない。ま

た、砂岩は主に中粒から細粒で青灰色や暗灰

色をしており、この地の露頭で見られる御船

層群の砂岩より固く節理がよく入る。頁岩は．

黒色粘板岩質頁岩である。石灰岩は今回確認

していない。

化石：上部層の石灰岩中にYabeinacfr.

gubleriKanmera,Ycfr.yasubaensis

Toriyama,Lepidoﾉ加acfr.toriyamai

Kanmera等の紡錘虫化石が産出する。また、

上部層より産出した腕足類の化石は

Neospi〃をrcfr．fasciger(Keyserling),

釦irijｾﾉでHasp.,Linoproductussp..斧足類

化石はAcα"ぬopecLenaff.spinosus

Hayasaka,腹足類化石は〃eurotomα"αsp.

がそれぞれ報告されている（柳田,1957)。

年代：紡錘虫化石や岩相より球磨層に対比さ

れ上部二畳系と考えられているo(柳田，

1957)o
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PHO.-2:水越層の砂泥互層

②御船層群(MifuneGroup)

分布：益城町と御船町にまたがる飯田山をIlコ

心として向斜構造を形成し、北東から南西を

軸として帯状に分布している（松本，1939；

Tamura,1979;田村ほか.1983)oなお、調

査地域は、この向斜構造の南翼に位置するo

西南地域は松橋町および不知火町におよび

北東部は阿蘇西原村まで達し、一部は矢部町

見獄山にも露出している（田村･沢村,1964)o

層厚：全層厚はおよそ1500m(松本,1939)o

岩相層序：岩相・化石等により、基底層・下

部層・上部層に分けられ、欄鵬層群基底層は、

水越層を不整合に覆い（松本，1939)、それ

は露頭⑤の地点で観察されるC

a.基底層

本層は、赤色泥岩、赤色砂岩および喋岩で

構成される。喋岩の操種は石英ホルンフェル

スや安山岩および凝灰岩等であり、水越層の

頁岩や砂岩を含むとされている（松本,1939)o

今回調査地域で見られる基底層は、主に露

頭⑥⑦で観察されるように、赤色の砂岩．泥

岩が多く、露頭⑨など一部に粗粒の砂岩層も

見られる。

b.下部層

基底層から連続し、主に砂岩・泥岩および

それらの互層からなり、炭層や炭質泥質岩層

を伴う（松本,1939)o

今回の調査地域には、中粒の砂岩層や砂岩

優勢の互層がよくみられるo砂岩は水越層の

砂岩よりも優白色のものが多く、一般に風化



が進みやわらかいものが多い。

また、PHO.-1(表紙の写真）の露頭は、

最初に恐竜の歯の化石が産出した地点であるこ

この露頭はその後、化石愛好家等によって多

量に掘削され、大きくえぐられた状態にあり

環境および法面保護の立場から、このような

化石採集は避けるべきと考える。

今回は図2に示した化石産地（特にPHO

-3や露頭⑩）において、二枚貝や巻貝のｲも

石を多数産出した。

PHO.-3:御船層群下部層の化石産地

(PHO、-1と同じ層準と思われる）

c.上部層

この地域では見られないが、本層の特徴は、

赤色の泥岩や細粒砂岩が見られ、さらに凝灰

岩を伴うことである。

また、凝灰岩にはかなり有効な鍵層となり

うる火山豆石が含まれている（田村,1994a)<>

化石：地質概要で述べたようにTamura

(1970,1976,1977,1979)によって詳しい化

石の記載がなされへ介噌o"jo〃gs-Pjjc“o""io

(化石群)(Tamura,1970)など数多くの二

枚貝化石に加えてアンモナイト政↓cα"CO“ras

sp.cf.spaihi(MatsumotoinTamuraand

Matsumura,1974)や巻貝、植物化石、車

軸藻化石などを報告している。

さらに、御船町教育委員会発行の「御船層

群の恐竜化石」（1998）には、二枚貝化石の

他に恐竜やI'ili乳類、カメやワニなどの化石も

報告されている。

年代：前述のアンモナイトよりセノマニアン

－15－

中期（上部白亜系）と考えられでいる

(MatsumotoinTamuraandMatsumura,

1974)o

4．調査結果の要約

岩梱層序、化石および産出化石に基づく地

質年代については、田村ほか（1983）等の見

解と同じであり、新たに付け加えるべき資料

は得られていない。

しかしながら地質調査の結果、調査地域が

地すべり地域であり地質構造および地形発達

史について新知見が得られたので、これにつ

いて整理検討する。

1）水越層と御船層群基底部層との関係は基

本的には不整合と思われるが、現在の露頭状

況から、それらの境界部は断層関係と思われ

る。なぜなら、その付近の水越層の岩相が著

しくせん断され、またそれらの境界部付近は

図2のPHO。-4に見られるように法面崩壊

がみられ、コンクリート擁壁工が施されてい

る。さらにその断層の延長部と考えられる地

点には、必ず沢および谷が形成されるととも

に稜線付近はヤセ尾根の地形を呈している。

PHO、-4:露頭③にみられる擁壁

2）この断層が推定される位置に沿って、地

すべりが発生しているように思われる。それ

は、御船層群分布域に水越層の堅硬級密な泥

質岩が観察されたり（露頭⑧)、反対に水越

層分布域に御船層群が見られたりしているた

めである（露頭①Ooこれらの現象は大部分

地すべり移動岩塊に起因するものとして説明



可能である。つまり、露頭⑧の水越層の泥質

岩の分布は、‐上位標高（南側）に位置してい

たそれが、地すべりの発生とともに移動岩塊

として御船層群基底部層中に混在した。また、

露頭①の砂岩ブロックは、上位標高の御船層

群が地すべりによって移動した岩塊として理

解できる。なお、露頭②の砂岩は、稜線上に

位置していることから現地性のもの（移動し

たとしてもその距離は僅かと思われる）とし

て考えられ、本来水越層を不整合に覆った御

船層群の一部と考えられる。さらに、松本

(1939)は露頭⑤で水越層と御船層群基底部

層の不整合関係を説明しているが、この露頭

は地すべりブロック内にあり、その位置で地

質境界線を引くことはできない。

このように、岩盤地すべりブロック内では

本来の層序および構造を保持したまま移動し

てくる場合があり、地質調査時にはその地質

情報の意味を十分検討する必要がある。

3）初期地すべり発生期

断層によって斜面の安定がくずれ、断層地

形に沿って初期地すべりが発生した。

蝋識粋

4）複合地すべり発達期

初期地すべりが形成された後、その上部斜

面が不安定化し、さらに地すべりが発生した。

過熱§蕊坪
5．地質構造および地形発達史

調査地域の地質構造および地形発達史は、

以下の過程を経て形成されたと思われる。

1）御船層群堆積時

御船層群は水越層を傾斜不整合に覆って堆

積した。

5）現在の地形

その後侵食作用を受けて、現在の地形が形

成された。

鍾遥釜全軍？

”リ

術
Douf

紐6《2夢斗

2）断層形成時

断層は、その後の地すべりの方向および各

累層の分布状況から正断層と考えられる。

6．地すべり防災教育

ここでは当地域の地形図を図3に示し、地

すべり地域の地形・植生などの特徴を簡潔に

記す。また、地すべり防災教育の留意点につ

いて論じる。

なお実線で囲んである部分は地すべりブロッ

クを表している。

Ｉ
栂ざ

:』。◎2
2⑨o⑨弓
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図3：地形図

1）地すべり地域の特徴

①等高線について

地すべり地形は、斜面上部に馬蹄形あるい

は四角形の急傾斜面（滑落崖）を有し、中部

でPHO．-5のような台地状のまたは緩斜面

を形成し、下部に再び急傾斜部を有する地形

で、この台地部はいくつかの台地部に分かれ

て階段状地形を有する場合もある。

これを図3の地形図に表されている等高線

でみると、一般の山腹あるいは周辺の地山山

腹では、等高線の間隔がほぼ等間隔で平行で

PHO.-5:地すべり地形（水田や住宅がある

－17－

ある（斜面A～C)のに、この地すべり部分

では、上部の等高線間隔が急に縮まり（滑落

崖i)(D～G)、中部では逆に拡がり（頭部）

(II～M)、末端部で再び縮まる(0～Q)と

いう等高線の乱れとなって現れている。

②谷・沢の発達状況について

地すべり地の谷および沢の発達頻度は、周

辺の地山のそれと比べて一般に悪い傾向があ

る。それは、雨水などは地すべり地内の移動

土塊および岩塊の間の割れ目にしみ込み、地

表に流水として流れないためと思われる。ま

た、しみ込んだ雨水等は、地すべり末端部あ

るいは舌端部から湧水し、湧水した水は地山

の斜面を流下するとともに侵食作用によって

沢などの凹地形をつくる。したがって古い地

すべりが山腹斜面の標高高部にある場合は、

河床から地すべり末端部まで沢あるいは凹地

が発達するが、地すべり地内には未発達とい

うことが多い。

③植生について

植林をした樹木などは、そこが地すべり地

の場合、よく幹の屈曲現象が見られることが



ある。これは、植林した後、地すべりが発生

して幹が傾いたまま成長した結果であり、厚

い崖錘堆積物が表層地すべりを起こした場合

によく見られる現象である。

また、緑豊かな山腹に直線上あるいは円弧

状の立ち枯れが見られる場合、そこが活動中

の地すべり地である場合が多い。これは、地

すべりが発生した時、その境界に沿って樹木

の根が断ち切られたために生じると考えられ

ている。

加えて竹林が多い地域は、地すべりを含む

不安定土塊が分布している場合が多く、注意

を要する。

④人工構造物や地形等の変状および変化にこ

いて

PHO.-6:道路の変形（道路舗装がなされ

た後に土塊が移動したため、路面が波うつ

ように変形した｡）

例えば、地すべりの前兆現象としては、

"道路が陥没した｡規則的な雁行状の割れ目

ができた。道路が隆起した。鉄道の線路の狂

いが目立って大きくなってきた。道路や宅地

の擁壁に亀裂が生じてきた。山の見回りをす

ると地面の亀裂や斜面に階段状の段差ができ

ていた。樹木が傾いてきた。井戸の水が濁っ

てきたoなどがある。地質調査の折りにこ

れらの現象のいくつかが観察された場合は、
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地すべり発生の可能性が高いと思われるため

地域住民や市町村役場に連絡する必要があるこ

2）地すべり防災教育について

地すべり防災教育の目的は、地すべりの発

生を未然に防ぐとともに、地すべり･崩壊等

による人的・物的被害をなくすことにあるo

そのためには、第一に地形・地質調査など

により、斜面崩壊の可能性があるとｷ論され、

その地すべり地内およびその進行方向に人家

やその他の保護対象がある場合には、地すべ

りが発生したとするとどこまで危険なのか、

危険区域の設定が必要である。

調査地域の上梅木の地すべりは小規模であ

るが、その進行方向には人家が密集している釜

また粒麦には、地すべり内に人家があるため、

地すべり地の直接的な防止工事だけでなく、

警戒・避難・土地利用の変更等の間接的な災

害防止対策を講じることが必要であるo

土地利用の変更という点では、上梅木の地

すべり地内に送電鉄塔（図3のR)があり、

地すべりが再活動した場合、倒壊の可能性が

あるため移転する事が望ましい。

第二に、地すべり地の末端部の一部または

全部を取り除くような土木工事を避けること

である。これは道路建設に伴う人工的な掘陛．

によって、斜面のせん断抵抗力が減少し、し

ばしば地すべりを起こすことが知られている

ためである。

また、ダムの湛水などにより、同種の地す

べりが発生することもある。それは、地すべ

り末端部が水没すると、浮力のためにその部

分の自重が軽くなり、摩擦抵抗が減少するた

め地すべりが発生すると説明されているo

第三に、これも土木工事に関することであ

るが、地すべり斜面上部への積荷を避けるこ

とである。これについては、道路の建設に伴

う地すべり斜面上部への盛土によって発生す

る例が多くある。地すべりは斜面の地形変換

点から発生することが多いので、このような

例はしばしば起きる。

現在の上梅木および粒麦地区の地すべりは、

現況で斜面の平衡状態を維持しており、地す

べり地内の掘削や盛土等の斜面の平衡状態を



壊すような土木工事は避けるべきと考える。

また、一旦地すべりが発生すれば、地すべ

り斜面が平衡状態に達するまで、移動・崩壊

を繰り返すことを留意しておく必要がある。

このような地すべり現象は大地の変動を理

解する上で重要であり、良い地質教材である。

7°まとめ

比較的新しい地すべり地には特徴的な地形

が発達しており、地形図上で地すべりの可能

性を十分検討したうえで地質調査を実施する

べきである。このことは、地すべり地域の露

頭情報は地山の露頭情報と比べて質的に劣る

ものであり、これに固執した地質図等を作成

した場合には、実際には存在しない断層を引

いて地質を解釈するなど多くの問題点を生じ

ることになる。

このような事態を避けるためには、応用地

質学や第四紀学等の幅広い地質学的手法を理

解しておくことが必要である。

また、地層の重なり方や化石の産状等の観

察や採集だけでなく、地形や植生の変化等に

幅広く眼を向けていくことは、子どもたちが

自然を愛し、理解する態度を育てていく上に

も重要である。

さらに、地域に密着した地質教材の開発は、

子どもたちに郷土の地質および地形の成り立

ちについて興味と関心を喚起するとともに、

今回ここで取り上げた地すべり等の災害にも

注意を払うことにつながり、防災教育につい

ても有意義といえる。
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